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☆ 香川県で確認された高病原性鳥インフルエ
ンザの疑似患畜（国内 8 例目）の遺伝子
解析及び NA 亜型の確定について

（令和６年２月９日付けプレスリリース）

　香川県三豊市で確認された高病原性鳥インフル
エンザの疑似患畜（国内 8 例目）について、動物
衛生研究部門が実施した遺伝子解析の結果、高病
原性鳥インフルエンザの患畜であることが確認さ
れました。また、当該高病原性鳥インフルエンザ
のウイルスについて、NA 亜型が判明し、H5N1 亜
型であることが確認されました

1. 概要
（1） 香川県三豊市の農場で確認された高病原性鳥

インフルエンザの疑似患畜（国内 8 例目、2 月
6 日疑似患畜確定）について、動物衛生研究部
門（注）が実施した遺伝子解析の結果、高病原性
と判断される配列が確認されました。

（2） これを受け、農林水産省は、「高病原性鳥イン
フルエンザ及び低病原性鳥インフルエンザに
関する特定家畜伝染病防疫指針」に基づき、
当該家きんを高病原性鳥インフルエンザの患
畜と判定しました。

（3） また、当該高病原性鳥インフルエンザウイル
スについて、動物衛生研究部門における検査
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の結果、NA 亜型が判明し、H5N1 亜型である
ことが確認されました。

（注） 国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研
究機構 動物衛生研究部門：国内唯一の動物衛
生に関する研究機関

2. その他
（1） 我が国の現状において、鶏肉や鶏卵等を食べ

ることにより、ヒトが鳥インフルエンザウイ
ルスに感染する可能性はないと考えています。
https://www.fsc.go.jp/sonota/tori/tori_infl_
ah7n9.html（外部リンク）

（2） 現場での取材は、本病のまん延を引き起こす
おそれがあること、農家の方のプライバシー
を侵害しかねないことから、厳に慎むよう御
協力をお願いいたします。特に、ヘリコプター
やドローンを使用しての取材は防疫作業の妨
げとなるため、厳に慎むようお願いいたします。

（3） 今後とも、迅速で正確な情報提供に努めます
ので、生産者等の関係者や消費者は根拠のな
い噂などにより混乱することがないよう、御
協力をお願いいたします。

3. 参考
　香川県における高病原性鳥インフルエンザの疑
似患畜の確認及び「農林水産省鳥インフルエンザ
防疫対策本部」の持ち回り開催について

https://www.maff .go . jp/j/press/syouan/
douei/240206.html

☆ 鹿児島県における高病原性鳥インフルエン
ザの疑似患畜の確認及び「農林水産省鳥イ
ンフルエンザ防疫対策本部」の持ち回り開
催について

（令和６年２月 11 日付けプレスリリース）

　本日（2 月 11 日（日曜日））、鹿児島県南さつま

市の家きん農場において、家畜伝染病である高病
原性鳥インフルエンザの疑似患畜が確認（今シー
ズン国内 9 例目）されました。
　これを受け、農林水産省は、「農林水産省鳥イン
フルエンザ防疫対策本部」を持ち回りで開催し、
今後の対応方針について決定します。

1. 農場の概要
所在地：鹿児島県南さつま市
飼養状況：約 5,400 羽（肉用種鶏）
疫学関連農場：鹿児島県南さつま市

（1 農場、約 7,600 羽）
2. 経緯

（1） 昨日（2 月 10 日（土曜日））、鹿児島県は、同
県南さつま市の農場から、死亡羽数が増加し
ている旨の通報を受けて、農場への立入検査
を実施しました。

（2） 同日、当該家きんについて鳥インフルエンザ
の簡易検査を実施したところ陽性であること
が判明しました。

（3） 本日（2 月 11 日（日曜日））、当該家きんにつ
いて遺伝子検査を実施した結果、高病原性鳥
インフルエンザの疑似患畜であることを確認
しました。

3. 今後の対応方針
　本日、「農林水産省鳥インフルエンザ防疫対策本
部」を持ち回りで開催し、今後の防疫措置等につ
いて速やかに決定します。

4. 農林水産省鳥インフルエンザ防疫対策本部
日時：令和 6 年 2 月 11 日（日曜日）（持ち回り開催）

5. その他
（1） 我が国の現状において、鶏肉や鶏卵等を食べる

ことにより、ヒトが鳥インフルエンザウイルス
に感染する可能性はないと考えております。
https://www.fsc.go.jp/sonota/tori/tori_infl_
ah7n9.html（外部リンク）
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（2） 現場での取材は、本病のまん延を引き起こす
おそれがあること、農家の方のプライバシー
を侵害しかねないことから、厳に慎むよう御
協力をお願いいたします。
特に、ヘリコプターやドローンを使用しての
取材は防疫作業の妨げとなるため、厳に慎む
ようお願いいたします。

（3） 今後とも、迅速で正確な情報提供に努めます
ので、生産者等の関係者や消費者は根拠のな
い噂などにより混乱することがないよう、御
協力をお願いいたします。

☆ 鹿児島県で確認された高病原性鳥インフル
エンザの疑似患畜（国内 9 例目）の遺伝
子解析及び NA 亜型の確定について

（令和６年２月 14 日付けプレスリリース）

　鹿児島県南さつま市で確認された高病原性鳥イ
ンフルエンザの疑似患畜（国内 9 例目）につい
て、動物衛生研究部門が実施した遺伝子解析の結
果、高病原性鳥インフルエンザの患畜であること
が確認されました。また、当該高病原性鳥インフ
ルエンザのウイルスについて、NA 亜型が判明し、
H5N6 亜型であることが確認されました。

1. 概要
（1） 鹿児島県南さつま市の農場で確認された高病

原性鳥インフルエンザの疑似患畜（国内 9 例目、
2 月 11 日疑似患畜確定）について、動物衛生
研究部門（注）が実施した遺伝子解析の結果、高
病原性と判断される配列が確認されました。

（2） これを受け、農林水産省は、「高病原性鳥イン
フルエンザ及び低病原性鳥インフルエンザに
関する特定家畜伝染病防疫指針」に基づき、
当該家きんを高病原性鳥インフルエンザの患
畜と判定しました。

（3） また、当該高病原性鳥インフルエンザウイル

スについて、動物衛生研究部門における検査
の結果、NA 亜型が判明し、H5N6 亜型である
ことが確認されました。

（注） 国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研
究機構 動物衛生研究部門：国内唯一の動物衛
生に関する研究機関

2. その他
（1） 我が国の現状において、鶏肉や鶏卵等を食べ

ることにより、ヒトが鳥インフルエンザウイ
ルスに感染する可能性はないと考えています。
https://www.fsc.go.jp/sonota/tori/tori_infl_
ah7n9.html（外部リンク）

（2） 現場での取材は、本病のまん延を引き起こす
おそれがあること、農家の方のプライバシー
を侵害しかねないことから、厳に慎むよう御
協力をお願いいたします。特に、ヘリコプター
やドローンを使用しての取材は防疫作業の妨
げとなるため、厳に慎むようお願いいたします。

（3） 今後とも、迅速で正確な情報提供に努めます
ので、生産者等の関係者や消費者は根拠のな
い噂などにより混乱することがないよう、御
協力をお願いいたします。

3. 参考
　鹿児島県における高病原性鳥インフルエンザの
疑似患畜の確認及び「農林水産省鳥インフルエン
ザ防疫対策本部」の持ち回り開催について

https://www.maff .go . jp/j/press/syouan/
douei/240211.html
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生産者へ、認知度調査への参加呼びかけをお願いいたします。
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※申込期日：３月３日（日）

動動物物分分野野ににおおけけるる薬薬剤剤耐耐性性対対策策
ミミニニセセミミナナーーをを開開催催いいたたししまますす

農林水産省主催

抗菌薬が効かない薬剤耐性菌の増加が国際的な課題となっています。薬剤耐性への対策は、人の健
康だけでなく、家畜やペットの健康維持に必要不可欠なものであり、その取組には獣医師や生産者、ペット
オーナー等、関係者の理解を高めることが重要だと考えられます。
そこで今回、薬剤耐性に関する様々な分野の最新情報を紹介し、薬剤耐性対策の一層効果的な推
進に資することを目的に、下記のとおり、セミナーを開催します。

開催形式：YouTube によるリアルタイム配信！
参加費 ：無料！
お申込み ：https://x.gd/Krl7E

令和６年３月７日（木） ： ～ ：
～薬剤耐性対策アクションプランと産業動物獣医療現場での取組～

◼ 「1期アクションプランの振り返りと課題、2期アクションプランの取組について」
白川崇大（農林水産省消費・安全局畜水産安全管理課）

◼ 「養豚獣医療の現場での薬剤耐性対策について」
呉克昌（バリューファーム・コンサルティング 代表取締役）

令和６年３月８日（金） ： ～ ：
～小動物分野における取組について～

令和６年３月１１日（月） ： ～ ：
～薬剤耐性分野における最新研究について～

◼ 「伴侶動物医療に求められる抗菌薬の使用について」
原田和記（鳥取大学 農学部 共同獣医学科 准教授）

◼ 「愛玩動物分野における薬剤耐性モニタリング結果」
松田真理（動物医薬品検査所動物分野AMRセンター）

◼ 「小動物獣医療の現場での薬剤耐性対策について」
村田佳輝（むらた動物病院 院長）

◼ 「農林水産省委託事業で実施した研究成果の概要について」
小林創太（農研機構 動物衛生研究部門 人獣共通感染症研究領域 腸管病原菌グループ グループ長補佐）

◼ 「畜産環境における薬剤耐性の現状～養豚場を中心に～」
渡部真文、グルゲキールティシリ（農研機構 動物衛生研究部門 衛生管理研究領域 衛生管理グループ）

開催日時：Day1 令和６年３月 ７日（木）19：00～20：00
開催日時 Day2 令和６年３月 ８日（金）19：00～20：00
開催日時 Day3 令和６年３月11日（月）19：00～20：00

テーマを分けて、短時間のセミナーを３回開催します！
お気軽にご参加ください。

※演題は変わる場合がございます。
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☆動物用医薬品副作用報告（令和５年 12 月） 

医薬品の名称 エコポークシガ オイルバックス 7R
オイルバックス S3

製造販売業者名 明治アニマルヘルス株式会社 KM バイオロジクス株式会社

副
作
用
発
現
動
物

種類 豚 産卵鶏

発現頭羽数／
投与頭羽数 34 / 74 1500 / 90480

性 混合飼育 メス

年齢 10 日 90 日

投与前の
健康状態 不明 不健康

既往歴 なし コクシジウム症

副作用歴 なし なし

医薬品等の
投与歴 なし エクテシン液

副
作
用
等
発
現
の
概
要
及
び
転
帰

投与量・
投与方法

1mL
筋肉内注射（頚部）

オイルバックス 7R：5mL
オイルバックス S3：0.2mL

筋肉内注射（胸部）

投与年月日 R5.10.25 R5.10.30 ～ R5.11.4

併用薬等 トンキー 200、バイコックス エクテシン液

副作用
発現年月日 R5.10.25 R5.11.6

副作用等の
種類 死亡 死亡

講じた措置 治療
（トンキー 200）

治療
（パーレシン、ミヤゴールドアクアNEO）

転帰 死亡 治療中

企
業
等
の
意
見
及
び
対
応

担当獣医師

エコポークシガを接種した当日はいずれの豚群にも特に異常は見られず、
接種翌日および接種 4 日後から接種豚の死亡が発生したこと、鉄剤を併用
した豚群は鉄剤を投与しない豚群より死亡頭数が多かったことからエコ
ポークシガの接種の影響であることを否定できない。一方、ワクチン接種
に使用した注射器を鉄剤投与にも使用しているため両製剤が混合した可能
性、死亡した子豚には初乳を十分に飲めなかった子豚や圧死した子豚も含
まれエコポークシガの影響ではない可能性も考えられる（本件には獣医師
が介在していないため、農場管理者の意見を記載）

注射 1 週間以内の病理解剖時に注射部
位の著名な腫脹及び出血が散見された
ため、因果関係はないとはいえない。

企業

本有害事象は 0 日齢～ 3 日齢の子豚にエコポークシガを接種し、同時にト
ンキー 200 を注射投与、さらにバイコックスを投与した後に尾切りと歯切
り処置を行った。その翌朝にエコポークシガを接種した子豚 4 頭の死亡が
確認され、その後１日ごとに死亡が続き 19 日間で 22 頭が死亡している。
また、7 ～ 10 日齢の子豚にはエコポークシガを接種したのみであったが、
その 4 日後からワクチン接種豚に死亡が発生（頭数不明）、19 日間で 12 頭
が死亡している。エコポークシガを接種した子豚にはヒネ豚（衰弱豚）が
含まれていた。エコポークシガの添付文書には４日齢以上の豚を対象に、
接種前の健康状態を検査して投与適否の判断を慎重に行うよう記載されて
いる。また、エコポークシガと同時投与された鉄剤（デキストラン鉄液）は、
鉄アナフィラキシーによりショック、痙攣、死亡を起こす事が報告されて
いる。死亡した子豚の状態、発現した症状や死亡に至る経時的な変化等の
情報が全く得られておらず、さらに死亡した豚には衰弱豚や圧死した豚も
含まれている。従って、子豚が死亡した原因が子豚の健康状態および飼養
環境によるもの、もしくは、それらと投与した薬剤が相互関与した結果で
あった可能性が推察される。
エコポークシガに関しては、これまで同様な副作用情報は入手しておらず、
今回使用された製剤と同ロット製剤については品質等を含め問題は確認さ
れていない。本事例においては、本剤接種の影響や有害事象への関与を示
す情報はないが、本剤を接種した事実が報告されたことから因果関係がな
いとは言えないと判断した。

岡山県の養鶏場で、オイルバックス７
R 及びオイルバックス S3 を 1 用量 /
羽ずつ混合して胸部筋肉内注射された
鶏が、注射後 1 週間目より死亡した事
例であり、90,480 羽中 1500 羽が死亡
した。当該鶏群はワクチン注射以前よ
りコクシジウム症を発症していた。ま
た、斃死個体を剖検したところ、盲腸
にコクシジウム症に特徴的な所見が見
られるとともに、脾臓及び肝臓の腫大、
胸部に点状出血 及びワクチンの接種痕

（チーズ様物）が認められた。
本事例は、コクシジウム症の影響が考
えられるとともに、承認外の使用であ
ることから考察は困難であるものの、
脾臓及び肝臓の腫大はアミロイド症と
の関連も疑われ、時間的関係からもワ
クチン注射が死亡の一因となったこと
は否定できない。
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☆動物用医薬品副作用報告（令和６年１月） （1/2）

医薬品の名称 “ 京都微研 ”
牛５種混合生ワクチン

“ 京都微研 ”
牛５種混合生ワクチン フォステラ PRRS

製造販売業者名 株式会社微生物化学研究所 株式会社微生物化学研究所 ゾエティス・ジャパン株式会社

副
作
用
発
現
動
物

種類 肉用牛 肉用牛 豚

発現頭羽数／
投与頭羽数 1 / 不明 1 / 不明 8 / 365

性 オス（去勢） オス 混合飼育

年齢 8 か月 3 か月 1 歳

投与前の
健康状態 健康 健康 不明

既往歴 不明 不明 なし

副作用歴 不明 不明 当該製品：なし
当該製品以外：不明

医薬品等の
投与歴 不明 不明

当該製品：あり
当該製品以外：あり（妊娠中に AR

ワクチン投与）

副
作
用
等
発
現
の
概
要
及
び
転
帰

投与量・
投与方法

1 頭分
筋肉内注射

1 頭分
筋肉内注射

1 ドーズ
筋肉内注射

投与年月日 R5.8.2 R5.10.20 R5.12.7

併用薬等 なし なし スイムジェン rART2/ER

副作用
発現年月日 R5.8.2 R5.10.21 R5.12.8

副作用等の
種類

眼球浮腫、不整脈、
心不全、死亡 死亡 早期流産、食滞

講じた措置 治療
（ノルアドレナリン、デキサメタゾン） 無処置 無処置

転帰 死亡 死亡 回復

企
業
等
の
意
見
及
び
対
応

担当獣医師

ワクチンと関連があると考える。 ワクチンと関連があると考える。 PRRS 生ワクチンは、接種後リアク
ションが強く出ることがあると思っ
ている。因果関係はないとはいえない。

企業

本剤を注射してから症状を発現
するまでの時間が短く、浮腫や
循環器系不全を起こしており、
他に考えられる要因がないため、
本剤によりアナフィラキシーを
起こした可能性があると考える。

本剤を注射した翌日の死亡で時
間的な関連性があるものの、死
亡に至る経緯が不明で剖検等の
情報もなく、本剤の関連を考察
するための情報が不足している
ため、因果関係は不明と判断す
る。

本事例は、自家産繁殖用豚 365 頭（初
産豚・35 頭、経産豚 300 頭、繁殖用
雄豚 30 頭）にフォステラ PRRS を
一斉投与し、うち初産豚 5 頭に投与
翌日から 5 日間（12 月 8 日～ 12 日）
にわたり早期流産および繁殖用雄豚
3 頭に食滞がみとめられた事例であ
る。投与後 1 週間以内という時間軸
から考慮すると因果関係は否定でき
ないが、一斉投与という個体の健康
状態を確認せず投与された可能性が
高 いこと、萎縮性鼻炎のワクチンと
の投与間隔も不明であることから、
他の要因も考慮する必要もあり、因
果関係は不明とする。
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☆動物用医薬品副作用報告（令和６年１月） 
（2/2）

医薬品の名称 アイボメック トピカル

製造販売業者名 ベーリンガーインゲルハイム
アニマルヘルスジャパン株式会社

副
作
用
発
現
動
物

種類 肉用牛

発現頭羽数／
投与頭羽数 1 / 不明

性 メス

年齢 16 日

投与前の
健康状態 不健康

既往歴 不明

副作用歴 不明

医薬品等の
投与歴 不明

副
作
用
等
発
現
の
概
要
及
び
転
帰

投与量・
投与方法

0.1mL/kg
皮膚投与（塗布、散布、経皮、滴下等）

投与年月日 R5.11.10

併用薬等 マイシリン

副作用
発現年月日 R5.11.10

副作用等の
種類 死亡

講じた措置 無処置

転帰 死亡

企
業
等
の
意
見
及
び
対
応

担当獣医師

症例は多くの要因（蠅蛆寄生・治療、
下痢等）があったため、有害事象が
本剤に起因するかは不明である。

企業

本症例は栄養状態が悪く、本剤投与
の数日前から元気食欲が低下してお
り、下痢や肺雑音が観察されている。
さらに肛門周囲や尾の皮膚にはびら
んが認められ、蛆が寄生している状
態であった。本剤の投与後まもなく
死亡しており、本剤投与との時間的
な関連は認められる。一方、本剤投
与の直前に元気食欲等の回復は認め
られたものの、他の何らかの要因が
影響している可能性も否定すること
はできないと考えられる。また、死
亡までの経緯や直接の死因も不明で
あり、死亡日前日までの治療薬や死
亡日の併用薬もあることから、本剤
との因果関係を判定することは困難
と考える。

　まだ令和５年度も終わっていないとこ
ろですが、霞ヶ関では令和７年度予算に

向けた議論が始まっています。飼料の安全確保、ＡＭ
Ｒ対策、動物医薬品の安定供給など、畜水産安全管理
課の取り組むべき課題は多く、議論は多岐に渡ります。
　毎年のことですが、議論の焦点となるのは産業動物
獣医師確保に向けた修学資金給付事業。必要性につい
ては理解が得られやすいのですが、効果については毎
回指摘を受けます。元々産業動物獣医師志望の学生に
給付しているだけではないか、給付者以外への波及効
果はあるのか、費用対効果はどうなのか、そもそも県
職員の確保に国が支援すべきなのか。。。
　都道府県の皆様には配分についてご不満があるかも
しれませんが、こうした議論を乗り越え予算確保に努
力している事業担当者に免じてご理解いただけると幸
甚です。また、本事業を受けて就職した方々について、
地域の産業動物獣医療を担う主軸として大きく活躍で
きるよう育てていただきたいと思います。それが本事
業の最終ゴールであり、これを実現させることが上記
の指摘への答えになるのではないかと考えています。

　ブイブイ探検隊の第２話が公開
されています。
　栃木県県北家畜保健所の獣医師
の皆様のご活躍をお楽しみ下さい。
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